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INTRODUCTION TO OPEN INNOVATION LAB�
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イノラボとは�

オープンイノベーションラボ（イノラボ）は電通グループで先端テク
ノロジーを活⽤したサービス開発を担う専⾨部隊。2020年とその先の
さまざまな社会課題を解決すべく技術シーズと世の中ニーズを組み合
わせながら、未来の都市や社会に実装（ディプロイ）することが⽬的。�

先端テクノロジーとデザイン�

デザイン思考を取り⼊れ、企業・研究機関・⾃治体・
ベンチャーと「納得感のある体験」を提供するオープ
ンイノベーションプロジェクトをプロデュース�

３ヶ⽉でプロトタイピング、仮説・検証�

「あったらいいな」と「世の中の素晴らしい技術」を
マッシュアップ。プロトタイピングと実証実験により
仮説を３ヶ⽉で検証�

体験の納得感�
（why to use it）�

デザイン�
（What to do）�

エンジニアリング�
（How to make）�

ビジネス�
（How to monetize）�

エンジニア�

UI/UX�
デザイナー�

UXプランナー�
ストラテジスト�

プランナー�
マーケター�

ビジネス�
デザイナー�

コミュニケーション�
プランナー�

サービスデザイナー�

クリエイティブ�
デザイナー�

プロデューサー�

AS-
IS�

(AS-
IS)�
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『 場 』�
出会って つながって 創発する 実験の�

様々な先端技術を組み合わせ、アプリケーションとして実⽤化していくため、国内外の
専⾨家や企業、教育機関などとのコラボレーションを推進する実証実験場�

INNOLAB CONNECTING STUDIO�

出会って つながって 創発する 実験の「場」�
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イノラボとつながる外部パネルたち�

Human-Machine Interfaceの第⼀⼈者である東京⼤学暦本教授などIoTやAR/VR、AI領域の多才な外部パネルと連携�

MIT Media Lab助教授�
スプツニ⼦!�

ロボットクリエイター�
きゅんくん�

筑波⼤学准教授�
落合陽⼀�

ベンチャー投資�
Adriaan Ligtenberg�

東京⼤学教授�
暦本純⼀�

慶應SDM准教授�
神武直彦�

千葉⼯⼤教授�
安藤昌也�

Artist/Director�
市原えつこ⽒�
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イノラボが⽬指す姿：IOA（Internet of Ability）�

Kasparov vs Deepblue, 
1997�

Advanced Chess, 2007-�

Human + Machine > Machine�
Human + Machine > Human�
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イノラボの取り組み�
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街づくり/地⽅創⽣� スポーツ/ヘルスケア� モビリティ� ⾷・農業�

UI/UX�
AR/VR�

Sensor/�
Wearable 
Device/�

IoT/�
Robotics�

AI/�
Machine 
Learning
/Block�
Chain/�
Chatbot�

東京国⽴博物館�
 「トーハクなび」�

スマイル募⾦�
 「エミタメ」�

対話する街�
 「Listen Tree」�

 Wearable Robot�
「Mecaf」�

グランフロント⼤阪�
 「Compath Service」�

 屋外空間センシング�
「SpyOnMe」�

⽔中VR体験�
「AquaCAVE」�

東京を運動場にしよう�
  「エプリスポ！」�

農業従事者向けUI�
 「アグリノート」�

物流ロボット�
「CarriRo」�

 ⾃⾛式ボール�
「HoverBALL」�

ランニングフォーム診断
「RunningGate」�

AIは予測から介⼊へ�
「CALC」�

街とﾂﾅｶﾞﾙ�
「+foooper!」�

ﾎﾟﾀﾘﾝｸﾞPF�
 「まちりん 」�

農産品×Blockchain�

⾃動⾞の体験共有�
  「JackIn Drive」�

Chatbot 街ガイド� スポーツ適性AI�
「Digsports」�

⾃動運転PF�
「iZAC」�

Multiangle VR�
「ReverseCAVE」�

IoTインフラ�
「SynapSensor」�

病害⾍画像診断�

農業IoTセンサー�
「PaddyWatch/Field Server」�

�
�

イノラボの取り組み�
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「コンパスサービス」は、まちがユーザのことを学習
しながら、ひとりひとりの感性やニーズにフィットす
る情報を届ける、まちの情報プラットフォームです。�

コンパスアプリ� OSAMPOカード�コンパスタッチ�

リアルな活動だけではなく、アプリを使って
メンバーと繋がったり、活動の様⼦を知るこ
とで「ソシオ」の活動を活発化。�

街を楽しくするコミュニティ「ソシオ」�街を知る仕組み「コンパスサービス」�

まちのファン形成、コミュニティ育成の仕組み「コンパスサービス」�
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トーハクなび共同研究プロジェクトは、東京国⽴博物館のと共同で展開している取り組みです。�
 ITのチカラを使って、リアルな鑑賞体験をより豊かにしていくことを⽬指して活動しています。�

様々な屋内測位技術の活⽤検証�

縄⽂⼈が縄⽂⼟器を紹介する�
「トーハク劇場」�

博物館の鑑賞体験をITでより豊かに「東京国⽴博物館との共同研究」�

⽇本⽂化の鑑賞体験を考える�
「トーハク×アイデアソン」�
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⽇本の隠れた魅⼒を⾃転⾞で再発⾒�

品川のホテルに宿泊する外国⼈観光客に旧東海道品川宿周辺と天王洲アイルの隠れた名所や旧跡、商
店街の名店を紹介。デジタルスタンプなど⽇本のスタンプ⽂化も体験いただきました。�

シェアサイクルとスマホを活⽤し、外国⼈旅⾏者が地域の魅⼒あるスポットを訪れ、商店街の⼈々やボ
ランティアガイドとコミュニケーションをとる機会を提供し、対象エリアへの訪問数や滞在時間がどれ
だけ増えるかを検証。�

品川の商店街やホテルと⼀体となった実証実験�

ローカルボランティアガイドのUber「Discover Shinagawa」�
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コンセプト： 芸術とテクノロジーの森を⾝近に感じる御殿⼭�
会場： 御殿⼭トラストシティ�
主催： 御殿⼭エリアマネジメント実⾏委員会�
     （森トラスト株式会社、東京マリオットホテル、ソニーコンピュータサイエンス研究所、�
    株式会社電通国際情報サービス、品川⼥⼦学院、キリスト品川教会、原美術館など） �
後援： 品川区、⼀般社団法⼈しながわ観光協会�
助成： 品川区�

御殿⼭ 「ART & TECHNOLOGY WEEK 2017」 �

古くから御殿⼭の地に存在した
「アート」と「テクノロジー」を感
じ・体験できるイベントを開催。未
来を感じる最新のアート・テクノロ
ジーインスタレーション、公開実験、
参加型ワークショップ、森の周遊企
画等の様々なコンテンツを展開。�

COPYRIGHT INFORMATION SERVICES INTERNATIONAL-DENTSU, LTD.�
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「エブリスポ！」はIT を活⽤して参加者の運動習慣づくりとコミュニケーション活性化を促進するプ
ラットフォームです。参加者はチームに分かれてポイントを競い合い、与えられたミッションをクリアす
ることで、楽しみながら運動を継続することができます。さまざまなモチベーションの⼈が⼀体となって
スポーツのできる場を提供します。�

さまざまな施策の因果関係を明らかに
する解析⼿法を取り⼊れています。�

2.専⽤アプリ/�
ウェアラブルデバイス� 3.因果情報分析(�

幅広い層の�
運動データ�

収集インフラ�

運動意欲�
向上の�
仕組み�

1.チーム対抗形式�
チームで取り組むことでモチベーションを�
維持向上させます�

専⽤アプリとウエアラブルデバイスを�
活⽤して楽しく効果的な運動を⽀援します�

みんなでれば運動は継続する。2020年、東京を運動場に「エブリスポ！」�
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スポーツ庁の調査によれば、運動習慣と体⼒、あるいは運動やスポーツへの意識と体⼒は相互に関
連、また運動やスポーツが「嫌い」の割合が2014年度以降増加しております。そこでイノラボは、
⼦どもが早い時期に⾃分に合ったスポーツを⾒つけられるよう、得意なスポーツを教えてくれるAI
システム「DigSports」を開発しました。�
�
Digsportsは、⾝体測定と運動能⼒測定結果からスポーツ適性を判定し、体験者に運動能⼒開発のア
ドバイスを⾏うシステムです。独⾃の測定プログラムを搭載し、過去のデータを活⽤して、測定結
果から適性があるスポーツを診断しアドバイスするものです。�

DigSportsで運動能⼒測定を⾏う様⼦� 判定結果シート�

得意なスポーツを教えてくれるAI「Digsports」�
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AquaCAVEは、⽔槽の壁をリアプロジェクションスクリーンとして利⽤することで、スイマーを取り
巻く⾵景を⽣成するシステム。バーチャル・リアリティ技術であるCAVEのような、⽴体映像による
没⼊環境を泳ぎながらにして体験できます。�
�
スイマーは、液晶シャッター⽅式の3Dメガネが⼀体化された⽔中ゴーグルを装着し、複数の⾚外線
カメラによって運動中の頭部位置が検出されます。スイマーの頭部をセンシングし、常にトラッキン
グすることで⾼視野⽴体映像による臨場感溢れる⽔泳体験を実現します。�

⽔泳がもっと楽しくなる、⽔中VR「AquaCAVE」�
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JackInは、⼈間が他の⼈間や環境に没⼊し、そ
の状況や体験を共有したり共同作業を⾏ったり
する際のインタラクションの枠組みです。�
�
「経験を提供する」のための360度全周囲を撮
影・伝送可能なウエアラブルカメラによる体験
伝送システムと「経験を共有する」ためのVR
ゴーグルを利⽤します。�

スポーツ選⼿にJackInする「JackIn Sports」。
360度カメラ搭載のJackInHeadを使⽤して撮影。�
�
�
スティッチングやブレ補正の独⾃アルゴリズムに
より、スポーツの激しい動きであってもVR酔い
を最⼩限に抑えて、VR体験の没⼊感を⾼めます�

「経験の提供」と「経験の共有」�

経験の提供と経験の共有「JackIn」「JackOut」�
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イノラボは「Robot of Everything」を推進するZMPと提携し、各種⾞両や貨物移動における⾃動化推進、
テスト⾛⾏技術の開発、宅配ロボットの⾃動化など、ロボット・⾃動運転分野とその周辺領域における新
たなサービス開発に取り組んでいます。�

ロボット・⾃動運転�
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JA綾�

Private�
Blockchain�

ハッシュを登録�データ保存�

運⽤範囲が⼩規模でも、
複数のブロックチェー
ンを組み合わせること
で情報の正しさを保証
し、情報の改ざんを防
ぐことが可能（PoP）�

農家� 農産物と固有ID� 消費者�

農産物の認定�
肥料や農薬の
使⽤・⼟壌・
品質の認定�

PoP（Proof of Proof）�

情報閲覧�
（品質確認）�

提供�
栽培�

購⼊�

地⽅創⽣・ブロックチェーン�
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安⼼・安全でおいしい有機野菜を訴求するべく、�
ブロックチェーン技術とUI/UXデザインで価値とニーズをマッチングを実現�

⽇々の⽣産履歴をブロックチェーンへ記録� 綾町野菜のブランディング（価格は２倍に設定）�

消費者はスマホで野菜の品質を確認し、次々に購⼊� マルシェではわずか開始3時間⾜らずで完売�

地⽅創⽣・ブロックチェーン�
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CALC�

「CALC」は、現在利⽤されている ビジネス向けデータ解析ツール群では、導き出すことのできなかった�
”データ間の因果関係” を算出することのできる解析ソリューションです�

従来の相関データ解析�

？�イン�
プット�

アウト�
プット�

アイスが多く売れる�

相関は�
⾼いが・・？�

溺れる⼈が多い�

関係がありそうな事象でも因果があるかはわからない�

因⼦の多くが相関するため�
分析結果の活⽤が難しい�

考慮すべき関係性が多くなり、
分析結果の活⽤難易度・必要な
専⾨性が⾼くなるためアナリス
トの⼒量に依存する�

ディープラーニングなどは予測
精度は⾼いが、予測の理由はわ
からない�

経営（⼈）の意思決定に�
活⽤しづらい�

CALC�

アイスが�
多く売れる�

溺れる⼈が�
多い�気温が⾼い� 泳ぐ⼈が多い�

物事の因果関係がより正確に把握できる�

予測結果に影響を及ぼす因⼦・�
メカニズムを理解でき、�
経営者や専⾨家が納得した上で、�
判断し効果的に介⼊できる�

経営（⼈）の意思決定を�
⽀援できる�

直接的な相関を特定できるの
で多変数の関係性を容易に理
解することができる�

直接的な相関から事象を�
容易に理解できる�
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他⼿法との⽐較：多数の事象の発⽣メカニズム解析（糖尿病に関するオープンデータ解析の例・CALCの場合）�

使⽤データ�
・⽶国 メディケアクレームデータ 3年分（2008年〜2010年）�
 https://www.cms.gov/Research-Statistics-Data-and-Systems/Downloadable-Public-Use-Files/SynPUFs/DESample01.html�
・2008年〜2010年の3年間存在した67〜86歳のうちランダム抽出した10000サンプル（うち2010年死亡サンプルは1357件）を分析に使⽤�

[解釈]�
・糖尿病の発症経験が⻑くなると慢性腎疾患の発症確率も上がっていき、慢性腎疾患の発症経験が⻑くなると末期腎疾患の�
 発症確率も上がっていく。�
・糖尿病は他の病気とも関係しやすい（関節リウマチ、アルツハイマー等）�
�
[参考]末期腎疾患の原因は慢性腎疾患であり、慢性腎疾患の原因の⼀位は糖尿病であると⾔われている�
（https://www.asahikasei-pharma.co.jp/health/kidney/ckd/disease.html）�

慢性腎疾患 無し 1年 2年 3年 サンプル数

無し 0.93 0.69 0.44 0.28 6,871

1年 0.06 0.24 0.32 0.32 1,864

2年 0.01 0.06 0.17 0.24 860

3年 0.00 0.01 0.06 0.16 405

サンプル数 4,573 1,839 2,037 1,551 10,000

糖尿病

末期腎疾患 無し 1年 2年 3年 サンプル数

無し 0.94 0.68 0.46 0.22 8,236

1年 0.05 0.30 0.39 0.33 1,395

2年 0.00 0.02 0.14 0.22 267

3年 0.00 0.00 0.00 0.23 102

サンプル数 6,871 1,864 860 405 10,000

慢性腎疾患

【ネットワーク図】� 【条件付確率】�

糖尿病�

慢性�
腎疾患�

末期�
腎疾患�

※上記年数は2008年~2010年の経験年数を指す�

CALCは疾患間の因果関係を、仮説モデルなしで、単純・納得感の⾼いネットワークとして抽出可能�
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決定⽊� ベイジアンネットワーク�

COPYRIGHT INFORMATION SERVICES INTERNATIONAL-DENTSU, LTD.�

他⼿法との⽐較：多数の事象の発⽣メカニズム解析（糖尿病に関するオープンデータ解析の例・他⼿法の場合）�

末期腎疾患

キャリア_メディケア払戻額

外来_メディケア払戻額

キャリア_受益者責任額
外来_受益者責任額

慢性腎疾患
糖尿病

アルツハイマー

脳卒中/一過性虚血性発作
心不全

慢性閉塞性肺疾患

うつ病

関節リウマチ/変形性関節症

骨粗鬆症

虚血性心疾患

入院_受益者責任額

外来_支払人償還額

癌

Estim ate Std.	Error z	value Pr(> |z|)

(Intercept) -4.489 0.381 -11.787 0.000 ***

性別 -0.024 0.043 -0.544 0.587

人種_黒人 0.089 0.072 1.228 0.220

人種_その他 0.212 0.115 1.844 0.065 .

人種_ヒスパニック -0.282 0.189 -1.493 0.136

パートAカバレッジ月数 -0.014 0.010 -1.442 0.149

パートBカバレッジ月数 0.045 0.010 4.565 0.000 ***

H M O 補償総数 0.000 0.002 -0.082 0.935

パートDカバレッジ月数 0.005 0.002 2.127 0.034 *

アルツハイマー 0.012 0.026 0.448 0.654

心不全 0.029 0.028 1.010 0.312

慢性腎疾患 0.698 0.028 25.229 0.000 ***

癌 -0.045 0.031 -1.469 0.142

慢性閉塞性肺疾患 -0.017 0.028 -0.621 0.534

うつ病 0.025 0.025 0.985 0.324

糖尿病 0.118 0.029 4.142 0.000 ***

虚血性心疾患 0.154 0.030 5.063 0.000 ***

骨粗鬆症 0.039 0.028 1.403 0.161

関節リウマチ.変形性関節症 -0.003 0.028 -0.115 0.909

脳卒中.一過性虚血性発作 0.026 0.040 0.658 0.510

※決定⽊と回帰分析の⽬的変数は「末期腎疾患」としている�

末期腎疾患に対して慢性腎疾患は隣接し、慢性腎疾患は糖尿病と隣接してい
る⼀⽅、それぞれの変数は他の病気とも多数隣接しており、どの病気が直接
的な関係かは判断できない�慢性腎疾患�

糖尿病�

末期腎疾患（慢性腎疾患を含む5変数が隣接）�

慢性腎疾患�
（末期腎疾患、糖尿病、アルツハ
イマー、慢性閉塞性肺疾患、⼼不
全を含む8変数が隣接）�

糖尿病�
（慢性腎疾患、アルツハイマー、⾻
粗鬆症、慢性閉塞性肺疾患、⼼不全、
うつ病、を含む10変数が隣接）�

パス図を構築してから分析するため、未知の関係については⾃動的にパス図
を構築することができない（CALCで⾃動的にネットワーク図を構築してか
ら、構造⽅程式のパス図に適⽤して分析する応⽤は可能）�

慢性腎疾患�

末期腎疾患に対して慢性腎疾患の関係が強いが、
慢性腎疾患の隣接変数として、糖尿病が検出され
ない�

末期腎疾患に対して慢性腎疾患と糖尿病は有意と
判定されたが、どちらが直接的な関係かは判断で
きない�

重回帰�

構造⽅程式�
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本⽇の説明は以上です。�
ご清聴ありがとうございました！�

�
 �

�
株式会社 電通国際情報サービス�

オープンイノベーションラボ（イノラボ）�
森⽥浩史 morita@isid.co.jp�


